

























術の LCA 評価の結果、10 年間のプロセスフローにおける二酸化炭素、NOx および SOx 発
生量は、電解脱色処理が も少なくなっている。「人間の健康」に対する被害評価は、電解
脱色処理が も小さく、NaClO 脱色処理が も大きくなっている。「社会資産」、「生物多様
長崎大学大学院生産科学研究科 甲斐 穂高 
性」および「一次生産」に対する被害評価は、電解脱色処理が も大きくなっている。特に、
電解脱色処理に必要な電極の製造における資源消費が、他の脱色処理と比較して著しく大き
くなっている。 
 第４章では、エストロゲン類を含む有色畜産排水を電解脱色した排水のエストロゲン活性
について酵母 two-hybrid 法によって評価している。その結果、エストロゲン活性を有して
いる活性汚泥処理後の畜産排水の電解脱色処理によって、水中のエストロゲン類は分解また
は代謝等の作用により、排水のエストロゲン活性は消失する事を明らかにしている。これに
より、検討した電解脱色処理技術はエストロゲン活性を高めることには寄与しないと結論付
けている。 
 第５章では、食塩水を電気分解して生成される電解機能水を利用した開放型空調循環冷却
水のスライムとレジオネラ属菌の抑制手法について検討し、従来の薬剤処理との比較を行っ
ている。その結果、電解機能水処理は薬剤処理と比較して同等以上のスライム障害抑制効果
があり、電解機能水処理は薬剤処理の代替技術として利用可能であると結論付けている。長
崎で電解機能水処理と薬剤処理を実施した場合の LCA 結果は、地球温暖化への影響は電解
機能水処理法の方が小さくなっている。また、薬剤処理での都市域大気汚染の影響が非常に
大きかったが、これは薬剤の陸路配送由来の NOx、PM10 および炭化水素等が多く発生す
るためである。長崎での薬剤処理実施においては、薬剤の輸送時に係る二酸化炭素排出量よ
りも、薬剤を製造する場所がプロセスフロー全体で発生する二酸化炭素排出量に寄与するこ
とを結論付けている。さらに、各地方内で電解機能水処理法を適応した場合は、同地方内で
製造した薬剤による薬剤処理法よりも二酸化炭素発生量が少なくなることを指摘している。
 以上の研究成果から、本研究で検討した電気分解法を利用した用排水処理法は、十分に実
用可能な技術であると結論付けている。また、電気分解法を利用した用排水処理法は、従来
の水処理法と比較して環境負荷が低減できることを明らかにした点では、本研究は持続可能
な発展を目指す上で有用な成果であると考えられる。 
 
 
 
 
 
